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熱意を仕事に



　県立西部総合職業技術校（秦野市桜町2-1-3・愛称：かなテクカレッジ西部）の木材加工コースに通う、平塚市明石町の今井太樹（たいき）さん。何かを作り出す仕事がしたいという思いから、入校を決めました。

　就職して新たな環境に身を置くことは、大きな決心が必要です。その過程には、当然、さまざまな悩みがつきもの。今号では、市の就労支援の取り組みなどを紹介します。
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　職業訓練、就労相談に面接会……。就職を目指して頑張るあなたをサポートするため、市や支援機関は連携してさまざまな取り組みを進めています。自分に必要な支援を知り、就職へ向けた一歩を踏み出してみませんか。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758



「合同面接会」で再就職


　平成25年2月に市が主催し、平塚商工会議所で開かれた企業合同就職面接会。訪れた田中太樹（たいき）さん（当時43歳）は、3社目の採用面接を終えて息をつきます。『予定していた企業は全て回った。でも、まだ気になる企業がある--』しかし、既に用意してきた履歴書は使い切っていました。




話だけでも

　面接会の当日は、よく晴れた冬空。風は冷たく、寒さが身に染みる1日でした。スーツに身を包み、会場に足を運ぶと、自分と同じようにスーツを着た多くの求職者の姿がありました。「20歳代の人から自分より年上の人まで、幅広い年代の人がいて、みんな緊張している様子でしたね。平常心で臨むつもりでしたが、周りを見ていると、緊張が伝染してきました」

　用意してきた履歴書は、事前に受けてみようと考えていた企業の分だけでした。しかし、一通り面接を終え、会場を見て回っていると、一つの企業が目に留まりました。企業が出していた求人は、自動車の整備業の経験者。田中さんに経験は無かったものの、家電製品の製造に関わった経験が以前にあったことから、関連する部分もあるのではと思い、興味を持ちました。「取りあえず話だけでも聞いていこうと思いました。履歴書が無かったので不安でしたが、担当者の方がそれでも構わないと言ってくださったので、自分の経歴などは口頭で説明しました」。履歴書すら渡せずに面接を終え、手ごたえは感じませんでした。




就職活動に苦戦

　もともとは、完成した製品の成分の分析などをする、品質保証の仕事をしていた田中さん。仕事を辞めた後、また同じ職種での就職を目指していました。

　就職活動を始め、ハローワークに通いますが、採用への道は想像以上に険しいものでした。30社以上の企業に履歴書を送っても、返ってくるのは不採用の通知ばかり。「自分の全てを否定されているような気持ちになりました。もう何をしても無駄ではないかと思うこともありましたね」と振り返ります。

「他にも、履歴書の記入には苦労しました。年齢が40歳代というだけで不利でしたし、書き方は回を重ねるごとに試行錯誤しました」

　そんな時に知ったのが、企業合同就職面接会でした。ハローワークに向かい、目にした一つのパンフレット。内容を見ると、希望する職種の求人があり、すぐに参加を決めました。この時には、離職してから既に2カ月が経過。就職への焦りの気持ちが強くなっていました。

　面接会を終えた約1週間後のこと。もう一度面接を受けてみないかと、ある企業から連絡を受けました。田中さんが面接会で最後に受け、履歴書すら渡せなかった企業からの電話でした。現在の勤め先であるテクノプロ・エンジニアリング厚木支店です。面接や条件提示を経て、4月1日から正式に採用されました。

　田中さんは現在、近隣の自動車工場で、ハイブリッドエンジンの性能実験に携わっています。新しい仕事に戸惑うことも多いと言います。「まだまだ勉強することは多いです。でも、今の仕事はプログラムを組んで、実験をすると、結果が目に見える形ですぐに分かる。そこが面白いし、やりがいがあります」
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当時を振り返る田中さん




会って話せるのが魅力


　企業合同就職面接会は、平成19年度からスタートし、本年度で8回目です。特徴は、多くの求職者と複数の企業が一つの会場に集まることで、すぐに採用の担当者と話ができます。通常の就職活動では、履歴書を企業に送り、書類審査を通ることで、初めて面接を受けられます。「会場に行けば、すぐに希望する企業の担当者と話せるのが良かったです」と田中さんも魅力を語ります。書類審査を省略できることは、求職者が直接自分を売り込める大きなチャンスになります。

「かつての自分のように、働き盛りの年代で職を探している方に参加してほしいです。資格や特別な技術を持っている方も多くいると思いますし、そうでなくても諦めずに積極的にチャレンジしてほしいですね」




人柄も決め手

　平成24年度から、企業合同就職面接会に参加しているテクノプロ・エンジニアリング厚木支店。より現場のニーズにあった人材を確保する狙いがあります。

　同社の田畑徹也課長代理は「田中さんを採用した時も、話しているうちに、当社のニーズに合致した人材だということが分かりました。顔を合わせて初めて分かった、謙虚で穏やかな人柄も採用の大きな決め手になりましたね」と振り返ります。「雰囲気も含めて、本人と話さないと分からないことも多いですよね。じかに求職者の方と会うことができる機会はありがたいですし、今後も参加していきたいです」





2014 企業合同就職面接会 11月26日（水）


　30以上の事業所が参加する面接会です。1日に複数社の面接を受けられます。原則として正社員としての採用です。

　求人内容などの説明を聞きたいだけの方も大歓迎です。就職に関する相談コーナーもあります。

　当日、直接会場にお越しください。また、採用面接を希望する方は、履歴書をお持ちください。複数社を受ける場合はコピーでも構いません。

　11月26日（水）午後1時～4時（受け付けは3時30分まで）。平塚プレジール（八重咲町3-8）。中学生・高校生を除く、就職を希望する方。



合同就職面接会直前セミナー

　応募書類の書き方や面接の受け方、ビジネスマナーの基本などを、実習を交えながら指導します。面接会に行かない方も参加できます。

　11月14日（金）午前9時～午後4時。勤労会館。高校生を除く39歳以下の方30人（先着順）。

募：電話で、産業振興課　電話：0463-21-9758へ。



　ほかにも、さまざまな就労支援イベントを定期的に開催しています。市ウェブや平塚駅北口バスロータリーの地下通路にある掲示板などに随時、掲示します。





就職の悩み。解決の糸口に


就労相談　電話：0463-21-9758

　勤労会館1階の小会議室。相談員が、訪れた方の話に真剣な表情で耳を傾けます。市が行っている就労相談では、就職に関する悩みを随時、受け付けています。相談員を務める、かながわ就職支援研修センターの理事長、加藤敏明さんに話を聞きました。

　平成21年度から平塚市で相談員を務めている加藤さん。「一概に就職についての相談といっても、リストラや経済的な問題など、抱えている悩みは人それぞれです」と話します。寄せられた相談は、履歴書の添削や模擬面接による指導などの実践的なものから、就職後の人間関係の悩みまで、幅広いものです。特に最近多いのが、子どもがなかなか就職できない、してくれないという、親からの相談です。「どのような言葉ををかけてあげれば良いかなど、子どもとの関わり方について話すことも多いですね。正解はないので、話しを良く聞いて、自分の経験から最善だと思うアドバイスをします」と語ります。

　相談時間は1コマ50分ですが、ほとんどの相談者がその時間を目いっぱい使い切ります。「相談に来る方はつらそうな表情をしていることが多いです。抱えてるものを吐き出してもらって、終わった後、少しでも前向きな気持ちになってもらえたらうれしいです」と加藤さんはほほ笑みます。「とにかく少しでも就職について悩んでいることがあったら相談に来てください。ささいなことでも原則としてお断りすることはありません」

　就労相談は、原則として第2・第4水曜日の月2回、午後1時から1日4コマ開いています。費用は無料です。電話で予約できるほか、予約が入っていなければ当日利用もできます。詳しくは、市民相談や市ウェブをご覧ください。
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相談者にアドバイスを送る加藤さん




自分に合った支援を見つけよう


　就職の悩みは人それぞれで、決まった答えはありません。状況に応じて、自分に必要な支援を知り、選択することが重要です。平塚をエリアとする三つの代表的な支援機関を紹介します。




働きたい仕事を探す

ハローワーク平塚

松風町2-7　電話：0463-24-8609

　企業の求人情報を扱い、求職者に応じた職業を紹介しています。専用の端末で、希望する職種や地域に、どのような求人があるかを検索・確認できるほか、窓口で職業適性の検査や就職に向けての相談などができます。また、雇用保険の受給の手続きなどもできます。

　平塚の特徴は、就職する方が、平塚近辺の職場に就職するケースが多いことです。約8割にも上り、「職の地産地消」が進んでいます。有効求人倍率も改善しており（次囲み参照）、職種によっては3倍を超える求人があります。

　また、週に1回程度、求人企業の担当者と直接、面接できるミニ面接会も開催しています。開催日などは同所内の掲示板に掲示しています。ハローワークを利用するためには登録が必要です。まずは、窓口までお越しください。
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ミニ面接会の案内を見る女性




就職を取り巻く現状


　国内の有効求人倍率は、バブル景気の平成2年ごろには1.5倍近くありました。その後は断続的な上昇はあるものの、1倍を下回る時期が多く、就職難の時代が続いています。しかし、最近は景気が上向いていることもあり、有効求人倍率は改善する傾向にあります。

　ハローワーク平塚管内（平塚市・伊勢原市・大磯町・二宮町）でも、平成25年4月の0.34倍と比べ、今年8月には2倍近い0.61倍まで改善しています。一方、県全体と比較してみると、いまだ厳しい状況にあります。近年は、ニートや非正規雇用の増加、新卒者の離職率の高さなども問題になっています。

[image: 就職を取り巻く現状]




職の技術を学ぶ

県立西部総合職業技術校

秦野市桜町2-1-3　電話：0463-80-3002

　平塚市をはじめ、県西部にあった4つの職業技術校を再編・統合し、平成25年4月に開校しました。機械加工や木材加工、ケアワーカーなど、工業技術・建築技術・社会サービスの3分野、15コースがあります。

　授業は、全体の約8割が実習です。実体験を通して、就職のために必要な技術や資格を取得できます。訓練期間は、コースによって6カ月～2年。入校時期は4・7・10・1月の4回で、常時、約300人が在籍しています。修了生の就職も、専門のスタッフがサポートし、就職率は9割を超えます。

　また、企業に勤める従業員を対象としたスキルアップセミナーも開いており、企業の要望に応じて、さまざまな訓練講座を企画しています。セミナーの内容は同校ウェブでご覧になれます。

　入校には、原則として、ハローワークへの登録が必要です。また、オープンキャンパスや、体験入校も定期的に受け付けています。

　次回のオープンキャンパスは11月28日（金）です。体験入校は、事前に申し込みが必要です。
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専門的な技術を学びます





自立へのスタートライン

県西部地域若者サポートステーション

小田原市城山1-6-32　電話：0465-32-4115

　平塚市を含む県西部の自治体と連携し、15～39歳の若年者の職業的な自立を支援しています。「就職したいが、どうすればいいかわからない」「社会に出るのが不安」などのさまざまな相談を受け付けています。初回は、まず本人の状況や気持ちを聞き取ります。

　相談内容に応じて、一人一人に合った支援プログラムを作成。自分の適性を知ったり、自信をつけたりするためのワークショップや、就職に必要なスキルを学ぶビジネス講座などを通じて、継続的にサポートしていきます。在籍するのは、キャリアコンサルタントや臨床心理士など豊富な知識を持ったスタッフ。相談者の状況に応じたきめ細かなアドバイスが受けられます。

　相談には、電話での予約が必要です。社会に出ることや就職について不安がある方はお気軽にご利用ください。全て無料で利用できます。

就職に役立つパソコン講座　会場は①が勤労会館②③が県西部地域若者サポートステーション。15～39歳で就職を目指している方。先着順。

①エクセル2日コース　11月12日（水）・13日（木）、午前9時30分～午後5時。15人。

②パソコン入門コース　26日（水）午前10時～正午。6人。

③エクセル1日コース　11月28日（金）午前10時～午後4時30分。6人。

　電話で、同ステーションへお申し込みください。
[image: 木造りの室内は温かな雰囲気]

木造りの室内は温かな雰囲気





応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、11月10日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


市職員の一般事務（障がい者対象）


　平成27年4月1日採用予定。次の条件を全て満たす方、数人（選考）。①昭和59年4月2日～平成9年4月1日生まれ②身体障がい者手帳などを交付されている③自力で通勤・職務ができる④高校卒業程度以上の学力がある。

募：本館4階の職員課　電話：0463-21-8762や公民館、市ウェブなどにある受験申込書を、郵送で、11月7日（金）～14日（金）に、同課へ。



市営住宅の入居者


　入居予定日は平成27年3月1日（日）。次の条件を全て満たす方（抽選）①20歳以上または既婚②夫婦や親子主体の家族③市内に1年以上在住④収入が基準以内⑤住宅困窮理由が市の条件に該当している⑥市税などの滞納がない⑦申込者または同居しようとする親族が暴力団員でない。ただし単身世帯は②を除きます。

　次の世帯は優遇しますⒶ母子・父子Ⓑ老人Ⓒ障がい者Ⓓ原子爆弾被ばく者。

募：平成26年11月7日（金）～21日（金）までに本館1階案内窓口や公民館などで配る申込書を、郵送で、21日（金）までに、〒254-0042明石町7-10東急コミュニティー平塚市営住宅サービスセンター　電話：0463-74-4005へ。



明るい選挙推進協議会の新規会員


　会員になって、明るくクリーンな選挙を呼び掛けませんか。市内の有権者が対象です。詳しい入会条件はお問い合わせください。

募：選挙管理委員会事務局　電話：0463-21-8795



市民活動推進委員会の公募委員


　任期は平成27年2月1日～平成29年1月31日。次の条件を全て満たす方2人（選考）①市内に1年以上在住②平成27年2月1日現在で高校生を除く18～75歳③平日に開く会議に参加できる④市民活動をしている⑤市のほかの付属機関の委員でない。

募：本館7階の協働推進課　電話：0463-21-9618や市民活動センター　電話：0463-21-7534、市ウェブにある申込書を、郵送または直接、11月28日（金）までに、同課または同センターへ。



ディビッド先生と英語で遊ぼう！


　東海大学外国語教育センターのネーティブ講師が、英語を初めて学ぶ子どもに教えます。

　12月6日～平成27年1月24日の土曜日、全6回、午前10時～11時など。1月24日は中央公民館まつりで、成果を発表します。中央公民館。市内在住の小学校3～4年生20人（抽選）。300円。

募：保護者、子どもの必要事項・子どもの学年を、はがき・メールまたは直接、平成26年11月20日（木）までに、〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111　メール：chuo-k@へ。

　下のQRコードからも、応募のメールが送れます。





市公用車の広告


　ワンボックス軽自動車30台の両側面に、縦50センチ×横70センチの広告を1枚ずつ、特殊フィルムで貼ります。掲載期間は平成27年2月1日～平成28年1月31日。

　5台分10万円。広告の作成・貼り付けなどの費用は広告主の負担です。申込件数により、車両の台数を調整する場合があります。

募：広告案と、本館4階の資産経営課　電話：0463-21-8763や市ウェブにある申込書を、直接、平成26年11月21日（金）までに、同課へ。



新聞紙でバッグ作り


　11月21日（金）午後1時～3時。リサイクルプラザ（四之宮7-3-5）。15人（先着順）。新聞紙・筆記用具・タオルなど。200円。

募：電話で、リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。



くるりんまつりフリーマーケットの出店者


　12月6日（土）にリサイクルプラザで開く「くるりんまつり」で、フリーマーケットに出店しませんか。当日午前5時発表の横浜の降水確率が50パーセント以上で中止します。

　市内在住の個人・グループ15店（抽選。世帯またはグループで1店。プロは応募できません）。飲食物・生き物・リサイクルに関係のない手作り品・電気製品は販売できません。500円。

募：必要事項・販売する品物・搬入手段（車または自転車）を、往復はがき（世帯・グループで1枚）で、11月14日（金）までに、〒254-0014四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。



文化財めぐり


　日向（ひなた）薬師（伊勢原市日向1644）の本堂平成大修理と宝物殿を見学します。

　11月22日（土）午前9時～正午。雨天決行。日向薬師宝城坊宝物殿前に集合。山道を20分程度歩ける方30人（抽選）。拝観料300円など。

募：必要事項を、はがき・ファクス・メールで、11月13日（木）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。



ガイドと巡る文化資源


　岡崎の史跡コース。

　11月23日（祝）午前9時30分～午後0時30分。約3.5キロメートル。荒天中止。神奈中「岡崎農協前」バス停集合。300円、中学生以下無料。自転車・オートバイでは参加できません。

募：コース名・全員の必要事項を、はがき・ファクス・メールで、11月16日（日）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。



森の歳末祭


　松ぼっくりを使ったミニクリスマスツリー作りや、キャンドルファイアーを体験しませんか。

　12月13日（土）午前9時45分～午後2時20分。びわ青少年の家（土屋2710-1）。市内在住・在学の小・中学生と保護者30人（抽選）。中学生500円、小学生200円。

募：電話で、11月7日（金）～16日（日）、午前9時～午後5時に、びわ青少年の家　電話：0463-59-0871へ。



みんなのまち情報宅配便


　市の職員が出向いて、事業や施策を説明し、意見を交換することで、市民と行政の協働によるまちづくりを目指します。市ウェブや公民館などにあるパンフレットでメニューをご確認ください。メニューにない事業や、パブリックコメントを募集している案件を希望する場合は、ご相談ください。

　市民で構成する10人以上のグループ・各種活動団体。希望日の午前9時～午後9時の間の2時間以内（年末年始を除く）。会場は、応募団体で用意してください。

募：市ウェブなどにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、希望日の2週間前までに、本館7階の協働推進課　電話：0463-21-9618　FAX：21-9756　メール：kyodo@へ。



里山体験ワークショップ


　11月30日（日）午後0時30分～4時30分。吉沢公民館（上吉沢395）。①クリスマスリース・フォトフレームの工作②散策路の下刈り、植物の観察③散策路の草刈り、試験植樹。帽子・タオル・保険証の写し・雨具。300円。汚れても良い服装・靴でお越し下さい。小学生以下は保護者同伴。

募：必要事項を、電話・ファクスで、11月19日（水）までに、湘南ひらつか・ゆるぎ地区活性化に向けた協議会　電話：0463-58-4179　FAX：58-4326へ。



婚活を応援します


　先着順。

婚活セミナー　もてる男の「おもてなし力」　12月7日（日）午後1時30分～3時30分。平塚商工会議所（松風町2-10）。独身の男性18人。5000円。

婚活イベント　ガールズケイリン観戦　12月14日（日）午前10時～午後4時30分。平塚駅南口集合。独身の男女、各10人。男性5000円・女性4000円。

募：湘南ウエディングサポート　電話：0463-68-4002のウェブから、ご応募ください。



NPOに役立つ連続講座


　市民活動センター。先着順。

NPO法人化で次のステップへ　11月21日（金）午後6時～8時。NPO法人化を考えている方50人。

基礎の税務講座　11月28日（金）午後7時～9時。税務に関心のある市民活動団体、個人30人。

募：希望する講座名・必要事項を、電話・ファクス・メールで市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scn-net.ne.jpへ。



国・県・市合同行政相談会


　11月20日（木）午後1時～4時。受け付けは午後3時30分まで。本館1階多目的スペース・5階市民相談室。法律・税金・相続・登記・不動産・年金・マンション管理・許認可各種届出・行政・人権。

募：法律は、電話で、市民情報・相談課　電話：0463-21-8764で予約を受け付けます。そのほかは直接会場へお越しください。



女性創業応援セミナー


　講演「女性らしいコミュニケーション術を学ぶ」と交流会があります。

　11月26日（水）午後4時～7時。平塚信用金庫本店（紅谷町11-19）。創業後5年未満の女性経営者・創業を考えている女性50人（先着順）。交流会は1000円。

募：平塚信用金庫　電話：0463-24-3071　FAX：24-3094　メール：sb1286100@hiratsuka-shinkin.jpまたは、同金庫ウェブにあるチラシを、ファクス・メールで同金庫へ。



講演会　県央・湘南地域のポテンシャルと未来


　パネル展もあります。

　平成27年1月9日（金）午後2時～4時。杜（もり）のホールはしもと（相模原市緑区橋本3-28-1）。300人（先着順）。

募：代表者の必要事項・参加人数を、電話・ファクス・メール・県ウェブの申込みフォームで、平成26年11月17日（月）から、相模線複線化等促進期成同盟会事務局　電話：042-769-8249　FAX：042-757-6859　メール：toshikoutsu@city.sagamihara.kanagawa.jpへ。
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　パブリックコメント手続き制度では、まちづくりに関する重要な政策を制定するときなどに、事前に案を市民の皆さんに公表し、意見を募ります。今回は①～⑤について、意見を募集します。

①（仮称）工場立地法第4条の2第2項の規定に基づく準則を定める条例の骨子（案）

②（仮称）市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の骨子（案）

③（仮称）市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の骨子（案）

④改訂平塚・大磯・二宮ブロックごみ処理広域化実施計画（素案）⑤市自転車利用環境推進計画（素案）

　案の内容は①は12月5日（金）まで②③⑤は11月7日（金）～12月8日（月）④は11月10日（月）～12月10日（水）に、公民館・図書館・市ウェブなどで閲覧できます。意見の募集期間も同じです。

募：意見・必要事項（団体の場合は団体名と代表者名も）を、郵送・ファクス・メールまたは直接、①は本館5階の産業振興課　電話：0463-21-9758　メール：sangyo-s@②③は本館1階の高齢福祉課　電話：0463-21-9621　メール：kourei@④は本館5階の環境施設課　電話：0463-21-9763　メール：g-kouiki@⑤は本館6階の交通政策課　電話：0463-21-9840　メール：kotsu@へ。ファクスは全て　FAX：0120-704589へ。




火の取り扱いには注意しましょう
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　空気が乾燥し、火災の発生しやすい時期を迎えます。火の取り扱いには十分注意してください。11月9日（日）～15日（土）に秋季全国火災予防運動を実施します。

　11月10日（月）午後5時30分から平塚駅東口改札などで、少年消防クラブ員らが火災予防広報をします。

　本年度の全国統一防火標語は「もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ」です。



住宅防火　いのちを守る七つのポイント


三つの習慣

　　①寝たばこは、絶対やめる。

　　②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

　　③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

四つの対策

　　①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

　　②寝具・衣類・カーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。

　　③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。

　　④お年寄りや身体の不自由な人を守るため、隣近所の協力体制をつくる。

問：予防課　電話：0463-21-9728




お知らせ


蛍光管・球の分別を開始


　蛍光管と蛍光球の資源化処理が10月21日から始まりました。割れないように透明・半透明の袋または購入時の箱に入れて、燃せないごみの日に出してください。

問：循環型社会推進課　電話：0463-21-8796



電子申請・届出システム


　インターネットを通じて、住民票の写しの交付・手話通訳者や要約筆記者の派遣などを申請できます。申請には利用者IDが必要です。詳しくは市ウェブをご覧ください。

問：情報政策課　電話：0463-21-8792



ひらつか民俗芸能まつり


　市内の4団体が、伝統芸能を披露します。

　11月16日（日）正午開場。中央公民館。

囃子（はやし）太鼓の部　田村ばやし保存会「田村ばやし」（次写真）。城所太鼓保存会「城所ばやし」。

人形浄瑠璃芝居の部　湘南座「寿式二人三番叟（さんばそう）」「壺坂（つぼさか）観音霊験記（れいげんき）　内の段」。相模人形芝居前鳥（さきとり）座「絵本太功記　尼ケ崎の段」。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124
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湘南ひらつかふれあいマーケット朝市


　地元で採れた旬の野菜の販売や、ダンベル体操などをします。

　11月16日（日）午前7時～8時。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。



譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを随時、電話などで受け付けます。詳しくは市ウェブで確認できます。

譲ります　子ども用鉄棒（屋外用）、冷蔵庫、スチール書庫、プラケース棚、電子オルガンなど。

譲ってください　婦人用自転車など。

問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301



平成26年分年末調整などの説明会


　平成26年分の①年末調整の仕方②源泉徴収票と給与支払報告書の書き方③法定調書の作成と提出について、説明します。

　11月12日（水）午後2時～3時50分。中央公民館。1時から用紙を配ります。

問：市民税課　電話：0463-21-8766



宝くじ助成金で備品整備


　市内で防災啓発活動を推進する「女性防災クラブ平塚パワーズ」が、自治総合センターの宝くじの助成金で、デジタルカメラやプロジェクターを整備しました。

　自治総合センターは宝くじの収益金で、さまざまなコミュニティー活動を応援し、助成事業を進めています。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734



個人市県民税の特別徴収を完全義務化


　特別徴収とは、給与を支払う事業者が、従業員の給与から個人市県民税を天引きして、従業員の代わりに市に納める制度です。平成28年度から県内の全市町村で義務化されます。

問：市民税課　電話：0463-21-8766



生け垣の設置を補助


　生け垣は街の美観を高めるだけでなく、災害の防止にも役立ちます。設置を検討されている方は、設置前にご相談ください。支給額は、1メートル当たり3000円。上限額は10万円。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852



農の体験交流館「収穫祭」


　農作物の持ち寄り品評会や、無農薬野菜・野菜苗の販売のほか、市民農園で採れた野菜を使った豚汁を振る舞います。

　11月16日（日）午前10時～午後1時。荒天中止。農の体験・交流館（寺田縄457-5）。

問：農水産課　電話：0463-35-8102



サロンdeWINEシンポジウム


　地域企業・住民・大学を結ぶシンポジウムを開催します。

　11月8日（土）午後1時～5時。グランドホテル神奈中平塚（八重咲町6-18）。

問：サロンdeWINE　電話：0463-31-7118



ひらつかビジョン「平塚の観光写真を撮ろう」


　海や川のほか郊外の田園地帯など、多くの自然に恵まれた平塚。東海大学の学生がカメラを片手に、市内の観光スポットを紹介します。サイクリングや海岸周辺の散策のほか、季節の花が楽しめる花か菜なガーデンなどを訪れます。

　湘南ケーブルネットワーク湘南チャンネル・毎週土曜日、午後7時30分～7時45分。毎週日曜日、午後1時45分～2時。YouTubeでも配信しています。

問：秘書広報課　電話：0463-21-8761



休日年金相談


　年金記録や自分の年金受給見込額を確認して、未来の生活設計を考えませんか。

　11月30日（日）午前9時30分～午後4時。平塚年金事務所（八重咲町8-2）。年金手帳・ねんきん定期便・本人確認ができる顔写真付きの身分証明証（運転免許証など）。

問：平塚年金事務所　電話：0463-22-1515




健康と福祉

応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


ひとり親家庭などに医療費を助成


　ひとり親家庭などの親子、または両親のいない子やその子を養育している方の医療費の自己負担額を助成します。該当する方は、こども家庭課（本館1階110番窓口）に申請してください。所得制限があります。

　既にこの助成を受けている方は、現況届を提出してください。児童扶養手当を受給している方は、現況届の提出は不要です。

問：こども家庭課　電話：0463-21-9844



元気応援ポイント説明会


　市内の介護保険施設などで、高齢者の話し相手や趣味を生かす活動をするとポイントがたまります。たまったポイントは、名産品・農水産物加工品の詰め合わせセットや交付金に交換できます。まずは説明会にご参加ください。

　11月10日（月）午後1時30分～3時。福祉会館。65歳以上の方。

問：福祉会館　電話：0463-33-0007



目からウロコのメンタルヘルス


　社会福祉を考えるつどいで、メンタルヘルスの支援をする人の健康維持と対策について講演します。

　11月29日（土）午後2時30分～4時。中央公民館。150人（当日先着順）。

問：福祉会館　電話：0463-33-2333



児童虐待を見かけたら


　11月は児童虐待防止推進月間です。虐待を受けたと思われる子どもを見かけたときや、出産や育児に悩んだときは、こども家庭課や、今年4月に開所した平塚児童相談所（中原3-1-6）にご連絡ください。

問：こども家庭課　電話：0463-21-9843・平塚児童相談所　電話：0463-73-6888・かながわ子ども虐待ナイトライン（午後8時～翌午前9時）　電話：0466-83-5500



「ひらつかあんしんカード」が新しくなります


　氏名や連絡先、かかりつけの病院などを記入し、身に着けることで、緊急時に備える「ひらつかあんしんカード」を地区の民生委員・ケアマネジャー・高齢者よろず相談センターの職員が11月下旬から配ります。次の条件のいずれかに当てはまり、利用を希望する方①一人暮らし②日中に家で一人③高齢者だけの世帯④健康に不安がある⑤介護保険の認定を受けている。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-9622



健康づくり教室


　簡単な運動で健康な体を維持しましょう。

　11月17日（月）午後1時30分～3時。大原公民館（大原1-15）。飲み物・タオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



認知症サポーター養成講座


　講義終了後、認知症サポーターの証として、オレンジリング（次写真）を差し上げます。認知症についての知識と対応方法を学び、理解を深めましょう。

　11月29日（土）午前10時～11時30分。八幡公民館（西八幡1-10-22）。市内在住・在勤の方40人（先着順）。筆記用具。

募：電話で、高齢者よろず相談センター倉田会　電話：0463-53-1930へ。
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認知症予防教室


　運動で認知症を予防しましょう。理学療法士の講話もあります。

　11月26日（水）午後1時30分～午後3時。本館3階304会議室。市内在住の65歳以上で介護保険の認定を受けていない方50人（先着順）。筆記用具。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。



健診で……と言われたら


　保健センター。市内在住・在勤の方、各40人（先着順）。

①医師と保健師の講話　教室終了後、希望者の血管年齢を測ります。

　ⓐ脂質代謝注意　11月22日（土）午後1時30分～3時ⓑ血糖値注意　12月5日（金）午後1時30分～3時。

②食事で下げる実践編　エプロン・三角巾・布巾。500円。

　ⓐ脂質代謝注意　12月2日（火）午前10時～午後1時ⓑ血糖値注意　歯科衛生士の講話もあります。12月12日（金）午前10時～午後1時30分。

募：教室名・開催日・必要事項・生年月日を、①は電話②ははがきで、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。



西部祭


　「地域とつなぐ明日への力」がテーマです。模擬店やワークショップを開くほか、太鼓演奏やサークル発表、クイズラリーなどもします。

　11月9日（日）午前9時30分～午後3時30分。西部福祉会館（公所868）。

問：西部福祉会館　電話：0463-50-5525



プールで転倒骨折予防教室


　筋力をアップして転倒骨折を予防しましょう。

　12月3日（水）～平成27年2月4日（水）、全9回、午前9時30分～11時30分。レオスイミングスクール岡崎校（岡崎5815）。市内在住の65歳以上で介護保険の認定を受けていない方30人（先着順、参加は年度内に3回まで、定員に満たない場合は中止）。水着・水泳帽・タオル・飲み物。

募：電話で、平成26年11月10日（月）から、日曜日を除く午前10時～午後7時に、レオスイミングスクール岡崎校　電話：0463-59-5511へ。



家族介護教室


　食べる気持ちが高まる介護方法を学びます。介護者の交流会もあります。

　12月10日（水）午後1時30分～3時15分。市民活動センター。20人（先着順・10人に満たない場合は中止します）。動きやすい服装でお越しください。

募：電話で、午前8時30分～午後5時30分に、宅老所ひなたぼっこ　電話：0463-33-2511へ。



リンパビクス講習会


　リンパの流れを良くして、体内老廃物を運搬する能力を高める体操「リンパビクス」を学びます。

　12月4日（木）午後1時30分～3時。市民活動センター。70人（先着順）。バスタオル・タオル・飲み物・室内用運動靴。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。



腰痛・膝痛予防教室


　医師の講話のほか、理学療法士の関節痛予防体操なども体験できます。

　12月11日（木）午後1時30分～3時30分。本館3階304会議室。65歳以上の方40人（先着順）。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。



くすの木体操講習会


　午後1時30分～3時。バスタオル・タオル・飲み物・室内用運動靴。

　①11月21日（金）。なでしこ公民館（撫子原12-54）②12月5日（金）。豊田公民館（南豊田366-1）。

問：健康課　電話：0463-55-2111



女性の人権ホットライン強化週間


　セクシュアルハラスメントや、夫・パートナーからの暴力などの問題に悩んでいませんか。全国統一ナビダイヤル　電話：0570-070-810で電話相談をお受けします。一人で悩まずに、電話をしてください。

　11月17日（月）～23日（祝）、午前8時30分～午後7時。土・日曜日は午前10時～午後5時。

問：横浜地方法務局人権擁護課　電話：045-641-7926



臨時給付金の申請


　市役所別館1階西側に、相談窓口を設置しています。7月に、該当する世帯に申請書を発送しました。身分証明書と通帳のコピーを添え、平成27年1月22日（木）までに返送してください。申請から約1～2カ月後に、指定した口座に振り込みます。

臨時福祉給付金

　平成26年1月1日現在、市内在住で、平成26年度の市民税が課税されない方（扶養に入っている方・生活保護を受けている方らは除く）。1人1万円。老齢基礎年金・障がい基礎年金・遺族基礎年金・児童扶養手当・特別障がい者手当などの受給者は1万5000円。

子育て世帯臨時特例給付金

　平成26年1月1日現在、市内在住で、1月の児童手当（特例給付を含む）を受給している方（平成25年中の所得が児童手当の所得制限額以上の方・臨時福祉給付金の対象となる方・生活保護を受けている方らは除く）。児童1人1万円。

問：市給付金専用ダイヤル　電話：0463-79-8828



高齢者住まい探し相談会


　賃貸住宅をお探しの高齢者に、相談員がアドバイスします。

　11月27日（木）午後1時30分～4時。中央公民館。

募：電話で、かながわ住まいまちづくり協会　電話：045-664-6896へ。




[image: シャトルバスの広告でPRしませんか]
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　大神地区と市民病院をつなぐシャトルバスに広告を掲載する事業者を募集します。掲載期間は平成27年4月1日～平成28年3月31日。広告作成・貼り付け・撤去費用は市が負担。広告の下側60ミリメートルには「平塚市シャトルバスを応援します！」と掲載します。

　36人乗り、14座席の小型バス1台に掲載。①右側面（車道側）2枠。400×1,200ミリメートル。12万円②左側面（歩道側）1枠。400×960ミリメートル。12万円③後面1枠。560×1,000ミリメートル。14万4,000円。抽選。

募：広告案と市ウェブにある申込書を、直接、11月7日（金）～12月5日（金）に、本館6階の交通政策課　電話：0463-21-9840へ。
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　「子どもの無限の可能性　宇宙飛行士からのメッセージ」をテーマに、宇宙飛行士の山崎直子さんが話します。

　12月2日（火）午後6時開場。中央公民館。市内在住で子育てをしている方ら600人。整理券は11月14日（金）・15日（土）、午前9時から各公民館で配ります（1人1枚）。余りがある場合、16日（日）以降に1人2枚まで配ります。

問：中央公民館　電話：0463-34-2111




[image: 知って安心]

消費生活センター　電話：0463-21-7530


リフォーム工事の注意点

　事業者が突然訪ねてきて、「お宅の屋根瓦がずれています。このままでは雨漏りして大変なことになります」などと言われ不安になり、慌てて工事の契約をしてしまった。「無料でお宅を点検します」と言って家に上がり込まれ長時間にわたって勧誘された。「今日中に契約すれば半額、明日からは通常価格になります」と言われ工事の契約を迫られた。といった相談が多く寄せられています。

　こうした悪質な訪問販売によるリフォーム工事でトラブルが後を絶ちません。「無料点検」と言って訪問されても安易に玄関の扉を開けないようにしましょう。また契約は、本当に必要な工事なのかを家族でよく話し合って決めましょう。工事が必要であれば複数の事業者から見積もりを取り、十分に比較・検討することが必要です。契約をする時は必ず契約書を交わしましょう。

　訪問販売でリフォーム工事の契約をした場合、クーリングオフの期間中は契約の解除ができます。期間を過ぎていても諦らめずに、消費生活センターまでご相談ください。

[image: リフォーム工事の注意点]




スポーツ

応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


スポーツ教室


　スポーツ教室に参加しませんか。会場は①が馬入ふれあい公園内サイクルセンター前②～⑦がトッケイセキュリティ平塚総合体育館。抽選。

①キッズサイクルスクール　11月22日（土）、コース1は午前10時30分～11時30分、コース2は午後1時30分～2時30分。小雨決行。身長100センチ以上の4歳～小学校3年生、各20人。保護者同伴。500円。

②水曜太極拳　12月10日～平成27年3月18日の水曜日、全12回、午前9時20分～10時50分。70人。5650円。

③火曜太極拳　12月9日～平成27年3月24日の火曜日、全12回、午後1時20分～2時50分。70人。5650円。

④真向（まっこう）法体操　12月27日～平成27年3月28日の土曜日、全9回、午前9時20分～10時50分。50人。5140円。

⑤すっきりエアロビクス　12月12日～平成27年3月20日の金曜日、全12回、午後6時20分～7時20分。60人。5140円。

⑥パワーヨガ　12月12日～平成27年3月20日の金曜日、全12回、午後7時35分～8時35分。80人。5140円。

⑦ウィークエンド・ヨガ　12月13日～平成27年3月7日の土曜日、全8回、午前11時10分～午後0時40分。70人。3080円。

募：教室名・必要事項・年齢（①はコースも）を、はがきで、平成26年11月14日（金）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも応募できます。



バスケ・bjリーグ


　11月29日（土）午後6時、30日（日）午後2時、試合開始。横浜ビー・コルセアーズ-バンビシャス奈良。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。

　チケットは、総合公園管理事務所（2階自由席、A席に限る）やローソンチケットなどで販売しています。当日券は試合開始2時間半前から販売。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233
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　自転車に乗る前の安全チェックの方法や上手に乗るコツを学び、自転車を使ったゲーム、ミニレースなどもします。

　12月20日（土）コース1午前9時～10時45分・コース2午後0時30分～2時15分。さざなみ公園（久領堤5-1）。市内在住で、補助輪なしで自転車に乗れる小学生以下の方、各50人（先着順）。乗り慣れている自転車・ヘルメット（レンタルもあります）。300円。動きやすい服装でお越しください。

募：平日の午前10時～午後5時に、電話で、ルーツ･スポーツ･ジャパン　電話：03-3478-5566へ。同団体のウェブからも応募できます。ヘルメットのレンタルも事前に予約が必要です。




[image: みんなの力]


みんなで里山を守ります



　里山をよみがえらせる会は土屋地区の荒れ果てた山を、誰でも利用できる里山へと整備する活動をしています。間伐や開墾などを続け、来年で15年を迎えます。

　里山で育て、収穫した稲の前で「約60名の会員が一丸となって、手探りで小清水四郎前会長の知識や経験を受け継いでいます。田植えや稲刈りを経て、ようやく1年がたちました」と笑顔を見せる荒井会長。

　「小清水前会長が参加した会議やイベント準備などを経験し、その苦労が改めて分かりました」と昨年11月の前会長の急逝を振り返ります。

　「将来はハイキングコースや里山マップを作り、多くの人に来ていただきたい。これからも里山を守り続けていきます」と思いを語ってくれました。

[image: みんなの力]




市民相談


市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時




◇行政

12月1日（月）午後1時～4時




◇税務（予約制）

11月28日（金）午後1時～4時




◇登記・供託（予約制）

11月14日（金）午後1時～4時




◇多重債務（予約制）

11月11日（火）午後1時～4時




◇年金・社会保険・労災

11月11日（火）午後1時～4時




◇許認可各種届け出

11月4日（火）午後1時～4時




◇不動産（予約制）

11月7日（金）・21日（金）、午後1時～4時




◇住宅（新・改築）

11月18日（火）午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時





保健福祉総合相談

市：福祉総務課　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333




◇法律（予約制）

11月11日（火）、12月9日（火）、午後1時～4時




◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：21−1213

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後3時





こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

11月26日（水）、12月12日（金）、午後1時～3時





65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-9621




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33-7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。





子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時





こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時





子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：0463-34-9076




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

11月18日（火）、12月2日（火）、午後1時～4時





ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇発明・考案・特許（予約制）

11月17日（月）午後1時～4時




◇就労支援（予約制・先着4人・一人50分）

11月12日（水）・27日（木）、午後1時～4時50分
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博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33‒5111　FAX：31‒3949

休館日 10·17日·12月1日



■富士山と宇宙

　富士山を宇宙・天文という視点から捉え、天体の運行と富士山が織りなす自然美や、天体観測地・太陽系の火山としての富士山を紹介します。

　11月30日（日）まで。2階情報コーナー。




■秋期特別展　平塚の石仏　3058の祈りと願い

　11月30日（日）まで。特別展示室。

石仏見学会「大山道周辺の石仏」

　石仏を調べる会が案内・解説します。

　11月23日（祝）午前9時30分～午後3時。雨天の場合は30日（日）に順延。南原・御殿・中原・豊田平等寺・豊田本郷・豊田宮下。20人（抽選）。

募：必要事項を、はがきで、11月13日（木）までに、博物館へ。

平塚の石仏を語る

　11月9日（日）午後1時30分～4時。講堂。

記念講演会「石仏調査からわかること」

　11月16日（日）午後1時30分～3時30分。講堂。

展示解説

　11月29日（土）午後1時～1時50分。特別展示室。




■秋の自然観察さんぽ会

　11月8日（土）午後3時10分～3時25分。博物館周辺。20人（当日先着順）。




■ろばたばなし

　11月16日（日）午後1時20分と3時。展示室1階相模の家。




■考古学入門講座「道路と交通2」

　11月22日（土）午後3時～4時30分。講堂。50人（当日先着順）。




■星を見る会「月と秋の星を見よう」

　半月手前の月や秋の星を望遠鏡で観察します。

　11月28日（金）午後7時～8時30分。屋上。雨天曇天中止。




■平塚のコケ　小さな小さな緑の世界

　身近なコケの多様な世界を紹介します。

　11月30日（日）まで。1階寄贈品コーナー。




■自然教室「コケ観察入門」

　11月30日（日）午後1時～3時。講堂。小学生以上の方15人（抽選）。小学生は保護者同伴。

募：必要事項を、往復はがきまたは博物館ウェブで、11月18日（火）までに同館へ。




■